


















バイオクリアー 　マトリックス前歯用　症例

図1　初診時。 図2　歯面の活性化※。 図3　窩洞形成終了。

※非売品です。
※コンタックＥＺ  修復用ストリップは５種類あります。

図1　術前（正面観） 上顎正中離開。 図4　隣接面にプラーク付着が認め
られる。

図2　プラーク染色液によるプラー
クの染め出し。

図3　水洗。

図10　セレクトHVエッチによりエ
ナメル質のエッチングを行う。

図11　15秒後に水洗を十分に行う。 図12　エアーブロー。図9　マトリックスを試適する。

図25　光重合。 図26　ウェッジおよびマトリック
スを除去する。

図27　超微粒子ダイヤモンドポイ
ント（SF102R 松風）により大ま
かな形態修正を行う。

図19　光照射を十分に行う。 図20　バイオクリアーダイヤモンド
ウェッジミディアム（オレンジ）を
挿入し、マトリックスの保持と歯間
離開を行う。

図17　10秒間光照射を行い、オー
ルボンドユニバーサルを重合する。

図18　フロアブルコンポジットレ
ジンにより左右中切歯の歯頚部から
立ち上がりの部分（歯頚部弯曲部分）
まで充填する。

Ⅲ級窩洞へのご使用例

歯間離開へのご使用例 　 DC204 使用



バイオクリアー 　マトリックス前歯用　症例

図4　マトリックスの調整。 図5　マトリックス装着とウェッジの挿入。 図6　修復終了。

図5　エアフロー（エアフローマス
ター 松風）による歯面清掃。

図6　歯面清掃後。 図7　コンタックEZによる隣接面の
研削。

図8　バイオクリアーマトリックス
前歯用のDC201歯間離開用を選択す
る。歯肉側辺縁部をハサミでV字型
にトリミングする。

図28　超微粒子ダイヤモンドポイ
ント（SF416 松風）により細かな
形態修正を行う。

図29　研磨用ブラシ（オクルーブ
ラシ Kerr）により研磨を行う。

図30　術直後。

図22　探針により形態付与を行う。 図23　光照射により十分に光重合
を行う。

図24　左側中切歯も同様にエリー
トフロにより切縁付近まで充填す
る。

図21　エリートフロにより右側中切
歯の切縁付近まで充填する。

図13　オールボンドユニバーサル
をミキシングウェルに１滴採取。

図14　被着面にオールボンドユニ
バーサルをマイクロブラシにより
10-15秒間擦りながら塗布。

図15　10秒以上エアーブローを行
い溶媒を十分に揮発させる。

図16　マトリックスを装着する。

Ⅲ級窩洞へのご使用例

歯間離開へのご使用例 　 DC204 使用

A101,A102 使用

DC201 使用
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